






ＪＡ南アルプス市の
日々の活動をお届けします-ja minami alps news-

ＪＡ南アルプス市は
SDGｓに賛同し
活動しています

道の駅しらね農産物直売所で『さくらんぼウィーク』を開催！

　当ＪＡが運営する道の駅しらね農産物直売所では、
サクランボの出荷最盛期となる５月２９日～６月１５日
までを「さくらんぼウィーク」と名付け、毎日サクラン
ボに関するイベントを開催しました。初日の５月２９日
には来店者へサクランボを無料配布しました。
　配布したのは県オリジナル極早生品種「甲斐ル
ビー」で、高い糖度と酸味のバランスが良く、艶の
ある濃い赤色が特徴です。先着１００名限定で、県の
農畜産物をＰＲする山梨フルーツレディーとＪＡ役員が
サクランボが入った袋を来店者に手渡しました。

　イベント期間中は曜日ごとにソフトクリームの値引き
やガラポン抽選会を行い、週末はソフトクリームにサ
クランボトッピングをサービスしました。
　また６月７日～８日は「サクランボフェスティバル」
として、キッチンカーや女性部が出店しました。
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作柄調査 桃･スモモ良好5.7

2025

　当ＪＡは５月７日、南アルプス市内全域で特産のサ
クランボ、スモモ、桃の生育・作柄調査を行いました。
調査の結果、各品目の結実率について、桃１００％、
スモモ約９５％、サクランボ約６０％となりました。
　スモモ、桃については開花から天候が安定しどの
品種でも高い結実率を記録しました。サクランボは開
花期の高温やその後の降雨などの影響があり、平年
よりも２０％前後結実率が低い品種がありました。

▲サクランボの結実を調査するＪＡ職員

サクランボ SEASON

サクランボ出荷スタート4.24/5.21

2025

　南アルプス市で４月２４日、全国に先駆けサクランボの収
穫が始まりました。百田地区の農家、秋山仙一さん（７０）が
自身の加温ハウスで早生品種「高砂」を収穫しました。
　５月２１日には露地サクランボの出荷が始まり、豊共選所に

「甲斐ルビー」「豊錦」約１５㎏が持ち込まれました。

盗難パトロール始まる5.29

2025

　最盛期を迎えたサクランボなど農産物の盗難被害
を防ごうと５月２９日、南アルプス市で果樹盗難防犯
パトロールが始まりました。
　南アルプス警察署で出発式が行われ、署員やＪＡ
南アルプス市役職員など約６０名が参加しました。警
察犬と共に南アルプス市内のサクランボ園地を巡回
し、不審な人物や車両がないか確認しました。

▲サクランボ園をパトロールする参加者と警察犬

▲初日にサクランボを配布する当ＪＡ山梨フルーツレディーと荻野専務

▲サクランボフェスティバルではガラポン抽選を行いました

国立新美術館で桃を紹介5.25

2025

　国立新美術館（東京都港区）にて５月２５日、トー
クセッション「デザインミュージアムジャパンツアーへ
ようこそ」が行われ、当ＪＡ特産の桃「西野白桃」を
生み出す技術や、共選所の桃の糖度を測る光セン
サーが「デザインの宝物」として紹介されました。
　同イベントでは山梨県出身の世界的プロダクトデ
ザイナー・深澤直人氏が中心となり、山梨県の南部
地方を巡り出会った優れたデザインを紹介しました。

▲トークセッション中に映し出されるＪＡの光センサーの写真。スクリーン写
真中の右から２番目と、舞台でマイクを持っているのが深澤氏

自動車事故対応で全国１位5.28

2025

　ＪＡ南アルプス市は、令和６年４月～令和７年３月
の１年間に受け付けたＪＡ自動車共済の事故対応につ
いて、お客様の満足度が全国１位となり表彰を受け
ました。
　５月２８日に当ＪＡ本店で感謝状贈呈式が行われ、Ｊ
Ａ共済連山梨 内藤本部長から中澤豊一組合長に感
謝状が贈られました。
　当ＪＡの有効回答件数は１１０件で、すべての方か
ら満足しているとの回答を得ることが出来ました。

▲（左から）中澤豊一組合長、共済部 事故相談・保全課の職員

野菜の育て方を指導5.8

2025

　女性部の若手グループのフレッシュミズが５月８
日、豊小学校にて野菜の育て方教室でサポートを行
いました。２年生がミニトマト・ナス・オクラ・ピーマ
ンの苗を植える授業があり、フレッシュミズメンバー２
名と市内の農家、ＪＡ職員が講師を務めました。
　子ども達は自分で選んだ野菜の苗をプランターに
植えた後、小学校近くの畑にポップコーンの素となる
トウモロコシの種を植えるなど、楽しそうに作業して
いました。

▲児童に野菜苗の植え方を教えるＪＡ職員



活動事例発表
小田切さん優秀賞

　ＪＡ山梨女性部協議会は４月２１日、県ＪＡ会館６階
ホールにて第７１回通常総会を開催し、県内女性部の
代表者らが出席しました。
　その中で行われた活動事例発表会では、当ＪＡ女
性部を代表し小田切さんが「女性部活動で地域を元
気に」と題し、女性部の活発な活動について発表、
優秀賞を受賞しました。

　５月３日に南アルプス市内で開催された『滝沢川あやめ祭り』
に当ＪＡ女性部フレッシュミズのメンバーが出店しました。
　南アルプス市で栽培された新鮮な野菜やフレッシュミズが製造
したすももピューレを使ったすももスカッシュと、Ａコープ名物のか
ら揚げにすももピューレをかけたお惣菜も販売しました。

滝沢川あやめ祭り
フレッシュミズが出店

果樹女性講座を開校5.9/5.12

2025

　当ＪＡは今年も果樹女性講座を開講しました。５月９
日に「桃・スモモコース」１２日に「ブドウコース」
の講習会を市内の園地で開きました。
　今年度は山梨県中北農務事務所から金丸さん、鈴
木さんの２名を講師に招き、１年間指導していただき
ます。
　桃・スモモコースは摘果とその後の管理方法、ブ
ドウコースは大房系の新梢管理・房づくり・ジベ処
理前後の管理について学びました。

▲桃・スモモコースで講義を行う金丸講師（左）

年金友の会で熱い戦い5.15

2025

　当ＪＡ年金友の会は５月１５日、白根中央スポーツ
公園グラウンドにて、第１５回年金友の会グラウンド
ゴルフ大会を開催し、会員１５７名が参加しました。
　この大会は会員相互の交流と、健康増進を目的に
開催しています。
　各コートで繰り広げられた熱戦の結果、鏡中条地
区の齊藤俊昭さん（８６）がホールインワンを３回達成
し、３０得点で見事優勝しました。

▲熱戦を繰り広げる参加者

房づくり講習会を開催5.21

2025

　当ＪＡは人気のブドウ「シャインマスカット」の販売
に力を入れていて、開花が始まる５月下旬には管内
各地で講習会を開き、良質な果実の生産をサポート
しています。
　５月２１日には飯野地区の園地にて、シャインマス
カットを含むブドウの房づくりを学べる講習会を開き、
生産者５０人が参加しました。

▲シャインマスカットの房づくり方法を指導する営農指導員（右）

女性大学で相続･詐欺の防止を学ぶ
　今年も女性大学が開校しました。開校式を行った４月１８
日には、当ＪＡの相原相続アドバイザーによる講義で相続
税の計算について学びました。
　２回目の５月１６日には南アルプス警察署の署員を講師
に招き、電話詐欺やロマンス詐欺から身を守る方法につ
いて学びました。

賞状を持つ小田切さんと応援に駆けつけた女性部員

◀4/18 の女性大学
　相原相続アドバイザー（左）
　の講義を聞く学生たち

◀5/16 の女性大学
　警察官からさまざまな詐欺に
　ついて学びました

インスタグラム始めました！
　ＪＡ南アルプス市女性部でこのほどインスタグラムを開設
しました！日々の活動を発信していますのでぜひフォロー＆
いいねをお願いします！

大明小学校がサツマイモ植え6.4

2025

　南アルプス市で農園を営む（一社）いちご公園は、
当ＪＡを通じて借り受けた園地で地域の子どもたちに
農業を体験する場を提供しています。
　６月４日には、市立大明小学校１年生５０名がサツ
マイモの苗を植える体験学習を行いました。
　子ども達はいちご公園副理事長の角廣志さんと当Ｊ
Ａ職員の指導のもと、約１５０本の苗を植えました。

▲子ども達に苗の植え方を教える角副理事長（右）

部長･副部長が変わりました
４月１１日に総会を開催し、新部長に中込さ
ん（西野･今諏訪支部）、新副部長に河西さん

（三恵支部）が就任しました。

親子料理教室を開催します
■日時：８月８日（金）10：00 ～ 13：00
■場所：南アルプス市健康福祉センター
■対象：南アルプス市在住の小学生と
　　　　その保護者（家族）
■申込：右記二次元コードから
■締切：7 月 21 日（月･祝）まで
■お問いあわせ
ＪＡ南アルプス市 生活指導課（瀧沢･名取）
☎055-283-7135








